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整理番号 664 氏　名 宮揮　伊都子
論文審査委員
(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
糖尿病による腎機能低下は増加の一途をたどっているが、特に蛋白尿を伴わずに早期に腎機能
低下を来たす症例の存在が近年注目され、そのような症例を早期に治療するために、腎機能低
下の予測因子の解明が求められているO　この研究では糖尿病での微小炎症に関与するとされる
腫療壊死因子(TNFα)に注目し、その可溶性受容体(sTNFRlとsTNFR2)の血中濃度によって間
接的に評価される　TNFα濃度と推定糸球体櫨過率(eGFR)の5年間での低下率との関係を、蛋白
尿を呈さない2型糖尿病患者で調べ、以下の点を明らかにしたo
1 )観察開始時ではsTNFRlとsTNFR2のいずれの濃度もeGFRと有意に逆相関した0
2) 5年間のeGFRの低下率と有意に相関したのはsTNFRlとsTNFR2のいずれの濃度も中央値以
上である場合のみで、その場合、 eGFRが25%以上低下するリスクはその他の場合の4倍であっ
た。
3)以上の有意な関係は女性にのみみられた。
4)以上から、 sTNFRの濃度高値が女性の2型糖尿病における早期腎機能低下の予測田子とな
る可能性がある。
本論文は2型糖尿病における腎機能低下の予測因子について、長期前向き経過観察症例に基づ
く縦断的研究により、新しい知見を与えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試
問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値するものと認められた。
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